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(57)【要約】
【課題】ライブビュー時の照明の消費電力を抑えつつ、
照明を照射した際のライブビュー時に観察される色と照
明光を照射して撮影された画像の色とが一致するカメラ
システム及びその画像生成方法を提供することである。
【解決手段】照明ユニット１００は、照明制御回路１１
１によって、補助光を、低輝度、長時間に適した第１の
点灯状態と、高輝度、短時間に適し、第１の点灯状態と
は色成分が異なる第２の点灯状態に切り替える。カメラ
システム１は、ボディ用制御回路３１により、ライブビ
ューモード時には第１の点灯状態で、撮影画像取得時に
は第２の点灯状態で、補助光を点灯する。画像処理回路
３４は、上記第２の点灯状態で補助光を照明した撮影画
像の色を、メモリ１２５に記憶されたデータに基いて、
第１の点灯状態で照明したライブビューモード時の表示
画像の色と略同等になるよう補正する。
【選択図】　　　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相互に連動可能な、被写体像を連続的に撮像して表示するライブビューモードを有する
カメラと、被写体に対して補助光を照明する照明装置と、を有するカメラシステムであっ
て、
　上記照明装置は、上記補助光を、低輝度、長時間に適した第１の点灯状態と、該第１の
点灯状態に比べて高輝度、短時間に適したもので上記第１の点灯状態とは色成分が異なる
第２の点灯状態と、に切り替えて点灯させる照明制御手段を備え、
　上記カメラ及び上記照明装置の少なくとも一方には、上記第１の点灯状態及び第２の点
灯状態それぞれの照明色成分を記憶した記憶手段を備え、
　上記カメラは、
　上記ライブビューモード時には上記第１の点灯状態で、撮影画像取得時には上記第２の
点灯状態で、上記補助光を点灯するように制御する制御手段と、
　上記第２の点灯状態で上記補助光を照明した撮影画像の色を、上記記憶手段に記憶され
たデータに基づいて、上記第１の点灯状態で照明したライブビューモード時の表示画像の
色と略同等になるよう補正する撮影画像補正手段と、
　を備える
　ことを特微とするカメラシステム。
【請求項２】
　上記照明装置は、更に、上記ライブビューモード時の画像の取り込みタイミングに同期
して複数フレームに１回の割合で上記補助光を照明し、
　上記カメラは、
　上記照明装置に対してライブビュー中の点灯状態を指示する点灯指示手段と、
　上記補助光の点灯ありで取得したライブビューモードの表示画像と、補助光の点灯無し
で取得したライブビューモードの表示画像と、上記記憶手段の出力に基いて撮影時に生成
されると予測される上記補助光と定常光の比率を反映して、画像をライブビュー画像とし
て表示するライブビュー表示画像生成手段と、
　を更に具備し、
　上記撮影画像補正手段は、撮影時の定常光と上記補助光の比率から、該補助光の部分に
ついてその寄与の割合に基いて、上記ライブビュー画像と同等の色になるように撮影画像
を補正する
　ことを特徴とする請求項１に記載のカメラシステム。
【請求項３】
　上記カメラは、上記補助光の照明ありのフレーム画像と、照明無しのフレーム画像とか
ら照明による画像成分を抽出し、これを上記記憶手段の出力に基いて撮影時の照明画像を
予測画像として予測し、且つ、上記照明無しの画像に上記予測画像を重ねて撮影時の画像
を予測し表示することを特徴とする請求項２に記載のカメラシステム。
【請求項４】
　撮影レンズと、
　上記撮影レンズを通過した被写体の像を撮像する撮像素子と、
　上記撮像素子の出力に基づいて被写体像を表示する表示手段と、
　上記被写体に対して補助光を照明する照明装置と、
　上記補助光を、低輝度、長時間に適した第１の点灯状態と、該第１の点灯状態に比べて
高輝度、短時間に適したもので上記第１の点灯状態とは色成分が異なる第２の点灯状態と
、に切り替えて点灯させる照明制御手段と、
　上記第１の点灯状態及び第２の点灯状態それぞれの照明色成分を記憶した記憶手段と、
　被写体像を連続的に撮像して表示するライブビューモード時には上記第１の点灯状態で
、撮影画像取得時には上記第２の点灯状態で、上記補助光を点灯するように制御する制御
手段と、
　上記第２の点灯状態で上記補助光を照明した撮影画像の色を、上記記憶手段に記憶され
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たデータに基づいて、上記第１の点灯状態で照明したライブビューモード時の表示画像の
色と略同等になるよう補正する撮影画像補正手段と、
　を具備することを特微とするカメラシステム。
【請求項５】
　上記照明装置は、上記ライブビューモード時の画像の取り込みタイミングに同期して複
数フレームに１回の割合で上記補助光を照明し、
　更に、
　上記照明装置に対してライブビュー中の点灯状態を指示する点灯指示手段と、
　上記補助光の点灯ありで取得したライブビューモードの表示画像と、補助光の点灯無し
で取得したライブビューモードの表示画像と、上記記憶手段の出力に基いて撮影時に生成
されると予測される上記補助光と定常光の比率を反映して、画像をライブビュー画像とし
て表示するライブビュー表示画像生成手段と、
　を具備し、
　上記撮影画像補正手段は、撮影時の定常光と上記補助光の比率から、該補助光の部分に
ついてその寄与の割合に基いて、上記ライブビュー画像と同等の色になるように撮影画像
を補正する
　ことを特徴とする請求項４に記載のカメラシステム。
【請求項６】
　上記補助光の照明ありのフレーム画像と、照明無しのフレーム画像とから照明による画
像成分を抽出し、これを上記記憶手段の出力に基いて撮影時の照明画像を予測画像として
予測し、且つ、上記照明無しの画像に上記予測画像を重ねて撮影時の画像を予測し表示す
る予測表示手段を更に具備することを特徴とする請求項５に記載のカメラシステム。
【請求項７】
　相互に連動可能な、被写体像を連続的に撮像して表示するライブビューモードを有する
カメラと、被写体に対して補助光を照明する照明装置と、を有するカメラシステムの画像
生成方法であって、
　上記補助光を、低輝度、長時間に適した第１の点灯状態の照明色成分と、該第１の点灯
状態に比べて高輝度・短時間に適したもので上記第１の点灯状態とは色成分が異なる第２
の点灯状態の照明色成分を記憶するステップと、
　被写体像を連続的に撮像して表示するライブビューモード時には、低輝度・長時間に適
した第１の点灯状態で上記補助光を照明するステップと、
　撮影画像取得時に、上記第１の点灯状態に比べて高輝度、短時間に適したもので上記第
１の点灯状態とは色成分が異なる第２の点灯状態で上記補助光を照明するステップと、
　上記第２の点灯状態で上記補助光を照明した撮影画像の色を、上記記憶された照明色成
分に基づいて、上記第１の点灯状態で照明したライブビューモード時の表示画像の色と略
同等になるよう補正するステップと、
　を具備することを特微とするカメラシステムの画像生成方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子的に被写界を生成し、それを観察可能なライブビュー機能を備えたカメ
ラと、ライブビュー時及び撮影時に被写体を照射可能な照明装置を有するカメラシステム
及びその画像生成方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　撮像装置の補助照明で、撮影前の被写体観察時にも照明をする技術が知られている。
【０００３】
　しかし、被写体観察時の照明は電カ消費が大きくなるため、その電力を節約する技術が
必須である。そして、被写体観察時の電力を節約する技術としては、下記特許文献１に記
載の技術が公知である。この特許文献１に記載の方法では、デューティ（ＤＵＴＹ）駆動
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により照明用の発光ダイオード（ＬＥＤ）を駆動し、被写体観察時はこのデューティ比を
低くすることによって電力を節約するようにしている。
【特許文献１】特開２００６－１４５８７７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、近年、発光ダイオード（ＬＥＤ）の性能が向上し、撮像装置の照明または補
助照明として用いられるようになっている。デジタルスチルカメラの場合、色を忠実に再
現する必要があるため、白色光を発することが可能なＬＥＤを用いる必要がある。白色Ｌ
ＥＤを生成するには、青色ＬＥＤを用いて反射部に蛍光体を塗布し、青色ＬＥＤの色を赤
色側にシフトさせて白色を生成する（ＴＹＰＥ１）方法や、青、緑、赤の３色等の複数の
色成分の異なるＬＥＤを用いて生成する（ＴＹＰＥ２）方法がある。
【０００５】
　これらの発光ダイオードは、通電電流によって光量を変化させることが可能であるが、
光量を変化させた場合に色ずれが生じる場合がある。上述したＴＹＰＥ１の方法の場合は
、青色ＬＥＤの発光波長分布がずれる場合があり、一方、ＴＹＰＥ２の方法では３色とも
にずれる。また、ＴＹＰＥ２の方法の場合は、ＬＥＤによって電流と発光量の比例関係が
くずれるポイントが異なっているため、電流比率を一定にしていても光量大の場合、色ず
れが大きくなる。
【０００６】
　ライブビュー作動時は、長時間の点灯となるので駆動電流を低く抑える必要があり、ま
た撮影時は画質を良好に保つ観点からできる限り大きな光量が必要である。これをＬＥＤ
で実現しようとすると、ライブビュー時と撮影時の色ずれが大きくなる。上記特許文献１
では、光量を大きくすることが困難で、ライブビュー時の電力節約と撮影時の照射光量を
両立すること困難である。
【０００７】
　一方、ライブビュー時はＬＥＤ等を用い、撮影時はキセノン管等の閃光発光素子を用い
ることも考えられるが、この場合もＬＥＤと閃光発光素子の色ずれは生じる。
【０００８】
　更に、ライブビューで実際に撮影するときと異なる光量で光を照射する場合は、ライブ
ビューで見える定常光と照射光の割合が、撮影時と比べて異なることがある。照射光の色
だけでなく、定常光との光量割合や、最終的に撮影される色については、単純に照射する
だけではライブビューでの再現が困難であるという問題を有している。
【０００９】
　したがって本発明は上記実情に鑑みてなされたものであり、ライブビュー時の照明の消
費電力を抑えつつ、照明を照射した際のライブビュー時に観察される色と照明光を照射し
て撮影された画像の色とが一致するカメラシステム及びその画像生成方法を提供すること
を目的とする。
【００１０】
　また、本発明は、定常光と照射光の比率が撮影時と異なるライブビュー中であっても、
撮影時の定常光と照明光の比率を推定し、撮影画像と同等の画像を予測してリアルタイム
で表示することのできるカメラシステム及びその画像生成方法を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　すなわち請求項１に記載の発明は、相互に連動可能な、被写体像を連続的に撮像して表
示するライブビューモードを有するカメラと、被写体に対して補助光を照明する照明装置
と、を有するカメラシステムであって、上記照明装置は、上記補助光を、低輝度、長時間
に適した第１の点灯状態と、該第１の点灯状態に比べて高輝度、短時間に適したもので上
記第１の点灯状態とは色成分が異なる第２の点灯状態と、に切り替えて点灯させる照明制
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御手段を備え、上記カメラ及び上記照明装置の少なくとも一方には、上記第１の点灯状態
及び第２の点灯状態それぞれの照明色成分を記憶した記憶手段を備え、上記カメラは、上
記ライブビューモード時には上記第１の点灯状態で、撮影画像取得時には上記第２の点灯
状態で、上記補助光を点灯するように制御する制御手段と、上記第２の点灯状態で上記補
助光を照明した撮影画像の色を、上記記憶手段に記憶されたデータに基づいて、上記第１
の点灯状態で照明したライブビューモード時の表示画像の色と略同等になるよう補正する
撮影画像補正手段と、を備えることを特微とする。
【００１２】
　請求項１に記載の発明によれば、ライブビュー時と撮影時に異なる点灯状態で照射して
もライブビュー画像と撮影画像とで照明光による色の差異がなく、リアルタイムで正しい
撮影時の色が事前に観察できる。
【００１３】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の発明に於いて、上記照明装置は、更に、上
記ライブビューモード時の画像の取り込みタイミングに同期して複数フレームに１回の割
合で上記補助光を照明し、上記カメラは、上記照明装置に対してライブビュー中の点灯状
態を指示する点灯指示手段と、上記補助光の点灯ありで取得したライブビューモードの表
示画像と、補助光の点灯無しで取得したライブビューモードの表示画像と、上記記憶手段
の出力に基いて撮影時に生成されると予測される上記補助光と定常光の比率を反映して、
画像をライブビュー画像として表示するライブビュー表示画像生成手段と、を更に具備し
、上記撮影画像補正手段は、撮影時の定常光と上記補助光の比率から、該補助光の部分に
ついてその寄与の割合に基いて、上記ライブビュー画像と同等の色になるように撮影画像
を補正することを特徴とする。
【００１４】
　請求項２に記載の発明によれば、補助光を照明して撮影する場合に於いて、定常光があ
っても撮影時の定常光と照明光の比率を推定でき、ライブビュー時の表示画像を撮影画像
とほぼ同等に表示することができる。
【００１５】
　請求項３に記載の発明は、請求項２に記載の発明に於いて、上記カメラは、上記補助光
の照明ありのフレーム画像と、照明無しのフレーム画像とから照明による画像成分を抽出
し、これを上記記憶手段の出力に基いて撮影時の照明画像を予測画像として予測し、且つ
、上記照明無しの画像に上記予測画像を重ねて撮影時の画像を予測し表示することを特徴
とする。
【００１６】
　請求項３に記載の発明によれば、補助光を照明して撮影する場合に於いて、定常光があ
っても、より正確、且つリアルタイムで、ライブビュー時の表示画像を撮影画像とほぼ同
等に表示することができる。
【００１７】
　請求項４に記載の発明は、撮影レンズと、上記撮影レンズを通過した被写体の像を撮像
する撮像素子と、上記撮像素子の出力に基づいて被写体像を表示する表示手段と、上記被
写体に対して補助光を照明する照明装置と、上記補助光を、低輝度、長時間に適した第１
の点灯状態と、該第１の点灯状態に比べて高輝度、短時間に適したもので上記第１の点灯
状態とは色成分が異なる第２の点灯状態と、に切り替えて点灯させる照明制御手段と、上
記第１の点灯状態及び第２の点灯状態それぞれの照明色成分を記憶した記憶手段と、被写
体像を連続的に撮像して表示するライブビューモード時には上記第１の点灯状態で、撮影
画像取得時には上記第２の点灯状態で、上記補助光を点灯するように制御する制御手段と
、上記第２の点灯状態で上記補助光を照明した撮影画像の色を、上記記憶手段に記憶され
たデータに基づいて、上記第１の点灯状態で照明したライブビューモード時の表示画像の
色と略同等になるよう補正する撮影画像補正手段と、を具備することを特微とする。
【００１８】
　請求項４に記載の発明によれば、ライブビュー時と撮影時に異なる点灯状態で照射して
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もライブビュー画像と撮影画像とで照明光による色の差異がなく、リアルタイムで正しい
撮影時の色が事前に観察できる。
【００１９】
　請求項５に記載の発明は、請求項４に記載の発明に於いて、上記照明装置は、上記ライ
ブビューモード時の画像の取り込みタイミングに同期して複数フレームに１回の割合で上
記補助光を照明し、更に、上記照明装置に対してライブビュー中の点灯状態を指示する点
灯指示手段と、上記補助光の点灯ありで取得したライブビューモードの表示画像と、補助
光の点灯無しで取得したライブビューモードの表示画像と、上記記憶手段の出力に基いて
撮影時に生成されると予測される上記補助光と定常光の比率を反映して、画像をライブビ
ュー画像として表示するライブビュー表示画像生成手段と、を具備し、上記撮影画像補正
手段は、撮影時の定常光と上記補助光の比率から、該補助光の部分についてその寄与の割
合に基いて、上記ライブビュー画像と同等の色になるように撮影画像を補正することを特
徴とする。
【００２０】
　請求項５に記載の発明によれば、補助光を照明して撮影する場合に於いて、定常光があ
っても撮影時の定常光と照明光の比率を推定でき、ライブビュー時の表示画像を撮影画像
とほぼ同等に表示することができる。
【００２１】
　請求項６に記載の発明は、請求項５に記載の発明に於いて、上記補助光の照明ありのフ
レーム画像と、照明無しのフレーム画像とから照明による画像成分を抽出し、これを上記
記憶手段の出力に基いて撮影時の照明画像を予測画像として予測し、且つ、上記照明無し
の画像に上記予測画像を重ねて撮影時の画像を予測し表示する予測表示手段を更に具備す
ることを特徴とする。
【００２２】
　請求項６に記載の発明によれば、補助光を照明して撮影する場合に於いて、定常光があ
っても、より正確、且つリアルタイムで、ライブビュー時の表示画像を撮影画像とほぼ同
等に表示することができる。
【００２３】
　請求項７に記載の発明は、相互に連動可能な、被写体像を連続的に撮像して表示するラ
イブビューモードを有するカメラと、被写体に対して補助光を照明する照明装置と、を有
するカメラシステムの画像生成方法であって、上記補助光を、低輝度、長時間に適した第
１の点灯状態の照明色成分と、該第１の点灯状態に比べて高輝度・短時間に適したもので
上記第１の点灯状態とは色成分が異なる第２の点灯状態の照明色成分を記憶するステップ
と、被写体像を連続的に撮像して表示するライブビューモード時には、低輝度・長時間に
適した第１の点灯状態で上記補助光を照明するステップと、撮影画像取得時に、上記第１
の点灯状態に比べて高輝度、短時間に適したもので上記第１の点灯状態とは色成分が異な
る第２の点灯状態で上記補助光を照明するステップと、上記第２の点灯状態で上記補助光
を照明した撮影画像の色を、上記記憶された照明色成分に基づいて、上記第１の点灯状態
で照明したライブビューモード時の表示画像の色と略同等になるよう補正するステップと
、を具備することを特微とする。
【００２４】
　請求項７に記載の発明によれば、ライブビュー時と撮影時に異なる点灯状態で照射して
もライブビュー画像と撮影画像とで照明光による色の差異がなく、リアルタイムで正しい
撮影時の色が事前に観察できる。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明によれば、ライブビュー時の照明の消費電力を抑えつつ、照明を照射した際のラ
イブビュー時に観察される色と照明光を照射して撮影された画像の色とが一致するカメラ
システム及びその画像生成方法を提供することができる。
【００２６】
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　また、本発明によれば、定常光と照射光の比率が撮影時と異なるライブビュー中であっ
ても、撮影時の定常光と照明光の比率を推定し、撮影画像と同等の画像を予測してリアル
タイムで表示することのできるカメラシステム及びその画像生成方法を提供することがで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について説明する。
【００２８】
　　（第１の実施形態）
　図１は、本発明の第１の実施形態に係るカメラシステムの外観を示すもので、（ａ）は
カメラ前面側から見た斜視図、（ｂ）は背面側から見た斜視図である。
【００２９】
　本実施形態に於けるカメラシステム１は一眼レフレックスタイプのデジタルスチルカメ
ラを有してなるものであり、カメラボディ１０と、このカメラボディ１０に着脱可能なレ
ンズユニット８０で構成されている。また本実施形態では、照明装置としての照明ユニッ
ト１００が、カメラボディ１０の上部に着脱可能となっている。
【００３０】
　カメラボディ１０には、その上面部に電源スイッチ１１とレリーズスイッチ１２とが設
けられ、背面側にライブビュー切り替えスイッチ１３と、十字釦１４と、ＬＣＤパネル１
５と、が設けられている。また、カメラボディ１０の背面側の上部には、接眼レンズ１７
が設けられている。更に、この接眼レンズ１７の上方には、接点部としてのホットシュー
１８が設けられている。
【００３１】
　上記電源スイッチ１１は、本カメラシステム１に於けるカメラの電源をオン、オフする
ためのスイッチである。また、レリーズスイッチ１２は、撮影操作を開始するためのもの
で、第１レリーズスイッチと第２レリーズスイッチの２段式のスイッチで構成されている
。第１レリーズスイッチがオンされて測光処理や測距処理等の撮影準備動作が実行され、
第２レリーズスイッチがオンされて露光動作が実行される。
【００３２】
　ライブビュー（ＬＶ）切り替えスイッチ１３は、後述するライブビュー時の被写界と光
学ファインダ使用時の被写界を切り替えるためのスイッチであり、後述するボディ用制御
回路３１と共に切り替え指示手段を構成している。十字釦１４は、図示されない決定スイ
ッチと共に、このカメラの各種機能を操作するための選択スイッチである。また、ＬＣＤ
パネル１５は、ライブビュー時の観察画像や撮影後の撮像画像を表示するための表示手段
である。
【００３３】
　また、接眼レンズ１７は、レンズユニット８０内の撮影レンズ８１を通過した光を結像
させる一眼レフ光学ファインダとして構成される。この光学ファインダの上部に設けられ
たホットシュー１８は、照明ユニット１００を着脱可能に取り付けるための電気的接点部
である。
【００３４】
　レンズユニット８０内には、図示されない被写体からの光束を取り込んで後述する撮像
素子に導くための撮影レンズ８１が設けられている。
【００３５】
　照明ユニット１００は、被写体観察時及び撮影時に被写体を照明するための照明装置で
ある。
【００３６】
　照明ユニット１００は、照明ヘッド１０５と、照明装置本体１０６とを有して構成され
る。
【００３７】
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　照明ヘッド１０５は、通常はカメラの撮影方向と同一であるが、上下左右に向きを変え
ることも可能に構成されている。そして、この照明ヘッド１０５は、例えば、キセノン管
を用いた閃光発光部１０１と、青色発光ダイオード（ＬＥＤ）の発光光を蛍光体に反射さ
せて白色光を生成する、連続照明手段としての１チップ型白色ＬＥＤ１０２と、青、緑、
赤の３原色を混色することによって白色光を生成する、連続照明手段としての３チップＬ
ＥＤ１０３と、を備えている。
【００３８】
　照明装置本体１０６には、図示されない制御回路等が内蔵されている。また、この照明
装置本体１０６の下部には、当該照明ユニット１００をカメラボディ１０に取り付ける際
に、カメラ側のホットシュー１８と係合可能な電気的接点部としてのシュー１０７が設け
られている。このシュー１０７は底部に露出しており、カメラとの接続時にこれが接触し
て電気的な信号の授受が可能になる。
【００３９】
　図２は、本第１の実施形態に於けるカメラシステムの光学系を示す概念図である。
【００４０】
　図２に於いて、カメラボディ１０内で撮影レンズ８１の光軸上の後方には、図示矢印Ｍ
方向に回動可能なクイックリターンミラー２１が、そしてこのクイックリターンミラー２
１の後方には、例えばＣＣＤ等で構成される撮像素子２２が設けられている。クイックリ
ターンミラー２１は、光学ファインダ使用時には図示実線で示されるように、撮影光路上
に下がった位置になる。一方、撮影時及びライブビュー時は、図示二点鎖線で示されるよ
うに、撮影光路上より待避した位置に上昇される。
【００４１】
　このように、撮影レンズ８１から得た被写体像を撮像素子２２で連続的に撮像し、ＬＣ
Ｄパネル１５にて表示するモードがライブビューモードであり、これら撮像素子２２、Ｌ
ＣＤパネル１５等で構成される機構を電子的ライブビュー表示機構とする。
【００４２】
　クイックリターンミラー２１の上方には、ファインダスクリーン２３及びペンタプリズ
ム２４が配置されている。ファインダスクリーン２３は、撮影レンズ８１を通過した光が
結像する。ペンタプリズム２４は、クイックリターンミラー２１で反射された光線を上下
左右反転させるためのものである。このペンタプリズム２４の近傍には、アイピース２５
及び測光素子２７が配置されている。アイピース２５は、撮影レンズ８１を透過してファ
インダスクリーン２３上に結像された光を拡大して、観察者が被写体を見ることができる
ようにするものである。測光素子２７は、ファインダスクリーン２３の明るさを測るため
に設けられている。
【００４３】
　このように、クイックリターンミラー２１、ファインダスクリーン２３、ペンタプリズ
ム２４及びアイピース２５等で構成されたものが、光学的観察機構である。この光学的観
察機構により被写体を観察するモードを光学ファインダモードとする。
【００４４】
　上記のような構成のため、ライブビューでの被写界の観察と、光学ファインダによる被
写界の観察は同時には行えず、何れかを選択することになる。また、光学ファインダ使用
時は測光素子２７での測光は可能であるが、ライブビュー使用時は測光素子２７での測光
は不能になる。そのため、ライブビュー使用時は、撮像素子２２によって測光を行う。
【００４５】
　図３は、本第１の実施形態に於けるカメラシステムの電気回路の概略構成を示すブロッ
ク図である。
【００４６】
　カメラボディ１０内には、各種演算制御を行うもので制御手段、点灯指示手段であるボ
ディ用制御回路（以下、ＢＣＰＵと記す）３１が設けられており、カメラ内部の各部を制
御すると共に、通信接点Ｊ１、Ｊ２を介してレンズユニット８０や照明ユニット１００を
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制御する。
【００４７】
　上記ＢＣＰＵ３１には、測光素子３２と、ミラー駆動回路３３と、画像処理回路３４と
、撮像素子ドライバ３７と、ＬＣＤドライバ３９と、各種スイッチ４２と、メモリ４３と
が接続されている。
【００４８】
　測光素子３２は図２の測光素子２７に相当する。ミラー駆動回路３３は、クイックリタ
ーンミラー２１を図２の矢印Ｍ方向に移動させるための駆動回路であり、電動制御によっ
てミラーの上下動を行わせる。画像処理回路３４は、画像信号の圧縮や伸長、色の調整や
ノイズの低減、データ形式の変換等、各種の画像処理を実施するための撮影画像補正手段
や、ライブビュー表示画像生成手段の機能を有する。また、記録媒体３５は、カメラ内の
内蔵メモリや着脱式のメモリーカードで構成される。この記録媒体３５には、画像処理回
路３４で処理された画像が書き込まれる。或いは、記録媒体３５に書き込まれた記録画像
が、画像処理回路３４を介してＢＣＰＵ３１により読み出されて使用される。
【００４９】
　撮像素子ドライバ３７は、撮像素子３８を駆動して撮影画像の取得、ライブビュー画像
の取得等を行う。尚、撮像素子３８は、図２に示される撮像素子２２に相当するものであ
る。上記ＬＣＤドライバ３９は、画像処理回路３４で表示用に生成された画像をＬＣＤパ
ネル４０（図１（ｂ）のＬＣＤパネル１５に相当）に表示させる。
【００５０】
　各種スイッチ４２は、図１（ａ）、（ｂ）に示される電源スイッチ１１、レリーズスイ
ッチ１２、ライブビュー切り替えスイッチ１３、十字釦１４に対応するスイッチ等を有し
て構成される。メモリ４３は記憶手段であり、カメラボディ固有のデータ等が格納されて
いる。これらのデータは、ＢＣＰＵ３１によって書き込み、読み出しが可能である。
【００５１】
　レンズユニット８０内には、レンズ制御回路（以下、ＬＣＰＵと記す）９１が設けられ
ている。このＬＣＰＵ９１は、レンズユニット８０内の各部の制御を行うと共に、カメラ
ボディ１０内のＢＣＰＵ３１と、電気接点Ｊ１を経由してデータ通信を行う。このＬＣＰ
Ｕ９１には記憶手段であるメモリ９２が接続されている。このメモリ９２にはレンズ固有
のデータ等が格納されており、ＬＣＰＵ９１を介して記憶データをカメラボディ１０内の
ＢＣＰＵ３１に送信可能である。
【００５２】
　照明ユニット１００には、カメラボディ１０内のＢＣＰＵ３１と電気通信を行い、該Ｂ
ＣＰＵ３１の指示に従って照明ユニット１００の各部を制御するもので、点灯制御手段で
ある照明制御回路（以下、ＦＣＰＵと記す）１１１を有している。このＦＣＰＵ１１１に
は、閃光発光駆動制御回路１１２と、ＬＥＤドライバ１１５及び１１９と、測色センサ処
理回路１２４と、メモリ１２５が接続されている。
【００５３】
　上記閃光発光駆動制御回路１１２は、キセノン（Ｘｅ）フラッシュである閃光発光素子
１１３（図１、図２の閃光発光部１０１に相当）を駆動する。この閃光発光駆動制御回路
１１２には、上述した閃光発光素子１１３、青色ＬＥＤの発光光を蛍光体に反射させて白
色光を生成する１チップ型白色ＬＥＤ１１６（図１、図２の１チップ型白色ＬＥＤ１０２
に相当）、青、緑、赤の３原色を混色することによって白色光を生成する３チップＬＥＤ
１２０（図１、図２の３チップＬＥＤ１０３に相当）が接続されている。
【００５４】
　ＬＥＤドライバ１１５は、白色ＬＥＤ１１６を駆動する。具体的には、白色ＬＥＤ１１
６のオン、オフや、ＬＥＤチップの駆動電流を変更する構成になっている。ＬＥＤドライ
バ１１９は、３チップＬＥＤ１２０を駆動するもので、当該ＬＥＤの３チップそれぞれを
独立に電流値設定可能となっている。
【００５５】
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　上記１チップ型白色ＬＥＤ１１６の近傍には測色センサ１１７が設けられており、１チ
ップ型白色ＬＥＤ１１６の発光の色成分を検出可能としている。また、３チップＬＥＤ１
２０の近傍には測色センサ１２１が設けられており、白色光を生成する３チップＬＥＤ１
２０の合成色成分を検出可能としている。これら測色センサ１１７及び１２１の出カは、
測色センサ処理回路１２４にてデジタル信号に変換され、ＦＣＰＵ１１１に出力される。
このＬＥＤの測色出力により、各ＬＥＤの初期状態の色成分を、ＦＣＰＵ１１１は把握可
能であり、またそのデータは通信接点Ｊ２を介してＢＣＰＵ３１にも伝達される。
【００５６】
　メモリ１２５は記憶手段であり、上記各発光部（閃光発光素子１１３、１チップ型白色
ＬＥＤ１１６、３チップＬＥＤ１２０）の、それぞれの複数の駆動状態に対応した色成分
が記憶されている。ＦＣＰＵ１１１を経由して、且つ、通信接点Ｊ２を介してＢＣＰＵ３
１にデータを送ることが可能となっている。
【００５７】
　図４は、ｘｙ表示の色度図（ｘｙカラーチャート）である。
【００５８】
　同図に於いて、周囲の実線Ｌ0 で示されるライン上は単色光を表している。曲線Ｌ1 は
、黒体幅射で生じる色のラインを表している。例えば、本実施形態のキセノンフラッシュ
の発光は、５５００Ｋの黒体幅射とほぼ同等の色であり、図４にＸｅと示した場所で表現
される。ポイントＰ0 は、１チップ型白色ＬＥＤ１１６及び３チップＬＥＤ１２０の白色
の基準色であり、５２００Ｋの黒体幅射に相当する。但し、このポイントＰ0 は狙いの色
であり、ＬＥＤの駆動条件や温度及びチップや蛍光体の固体差等により、このポイントか
らずれが生じる場合がある。
【００５９】
　ポイントＰR は、３チップＬＥＤ１２０の中の赤色ＬＥＤの色を表している。同様にポ
イントＰG は３チップＬＥＤ１２０の緑色ＬＥＤの色、ポイントＰB は３チップＬＥＤの
青色ＬＥＤの色を表している。３チップＬＥＤ１２０は、上記３つのＬＥＤの発光比率を
変えることにより、図４に破線で示される三角形の内部の色を作ることができる。上記発
光比率を変えるには、３チップＬＥＤ１２０の各チップの駆動電流の比率を変更すればよ
い。それらを適切に組み合わせることにより、ポイントＰO の色を作って白色とする。ポ
イントＰO ′は後述する光学ファインダに対応した白色を表している。
【００６０】
　ポイントＰ1 は、１チップ型白色ＬＥＤ１１６の定格最大の駆動をした際の色を表して
いる。このＬＥＤの場合は、色に駆動電流依存性があり、やや赤方向にずれている。これ
は、主に駆動電流による温度上昇で、ＬＥＤの発光及び蛍光体の特性が赤方向にずれるこ
とによる。
【００６１】
　また、ポイントＰ2 は、３チップＬＥＤ１２０の各チップを全て定格最大で駆動をした
場合を表している。青色ＬＥＤは他の色に比べて駆動電流で制約が大きい場合が多く、本
実施形態もそのようになっているため、最大光量を得たい場合には色が白色からずれてし
まうことになる。
【００６２】
　次に、図５及び図６のフローチャートを参照して、第１の実施形態に於けるカメラの撮
影時の動作について説明する。
【００６３】
　本シーケンスに於いて、ステップＳ１は撮影待機状態である。この撮影待機状態は、ラ
イブビューの場合とライブビューではない場合とがあり、それ以前の設定によって何れか
の状態になっている。この撮影待機状態であって、ステップＳ２に於いて、カメラの撮影
時に照明を使用する条件か否かが判定される。これは、カメラの撮影モードや、照明の低
輝度自動点灯／強制オン／強制オフ等の設定、及び被写界の明るさ等によって判定される
。
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【００６４】
　ここで、照明ユニット１００を作動させる条件であると判定された場合は、ステップＳ
３に移行し、そうでない場合は後述するステップＳ１２に移行する。ステップＳ３では、
現在の状態がライブビューモードであるか否かが判定される。その結果、ライブビューモ
ードの場合はステップＳ４に移行し、そうでない場合はステップＳ１１に移行する。
【００６５】
　ステップＳ４以降は、ライブビューの画像取り込みに連動してＬＥＤの点灯消灯制御を
する処理である。
【００６６】
　先ず、ライブビューモードのステップＳ４では、ＬＥＤが、白色１（色ポイントＰO に
対応）の状態で点灯される。この白色１の状態は、明るさは少なく、ＬＥＤの消費電流も
少ない状態、すなわち低輝度で、長時間点灯に適した第１の点灯状態である。ライブビュ
ーの際には、画像処理で、少ない明るさの画像であっても明るく表示させることが可能で
ある。また、ライブビューの場合は、関連する回路の電カが大きくなるため、ライブビュ
ー画像の積分のタイミングと同期した間欠点灯であり、且つ、駆動電流も少なくされてい
る。
【００６７】
　ステップＳ５では、撮像素子３８のライブビューの積分が開始される。次いで、ステッ
プＳ６にて、適正な積分が行われて、撮像素子３８に於ける積分が停止される。そして、
積分が停止されると、ステップＳ７に於いてＬＥＤが消灯される。その後、ステップＳ８
にて、ライブビュー画像が読み出され、続くステップＳ９にてその画像データが処理され
て表示用の画像が生成される。更に、ステップＳ１０にて、その画像がＬＣＤパネル４０
に表示されて、１フレーム分の画像更新が終了する。
【００６８】
　一方、上記ステップＳ３に於いて、ライブビューモードではないと判定されると、ステ
ップＳ１１にて、白色２（色ポイントＰO ′に対応）に相当する状態で、ＬＥＤが連続点
灯される。これは、光学ファインダを通して被写体を観察する場合は人間の目の感度が撮
像素子より低いので、明るく点灯させる必要があるからである。そのため、ライブビュー
の場合よりも大きな電流で駆動される。また、ちらつき感が生じないように、連続点灯と
されている。この状態が、上述した第１の点灯状態に対して高輝度で、短時間点灯に適し
て該第１の点灯状態とは色成分が異なる第２の点灯状態である。
【００６９】
　ステップＳ１２では、スイッチの操作がなされているか否かが、ＢＣＰＵ３１が各スイ
ッチの状態を検出することによって確認される。ここでスイッチの操作がないと判定され
た場合は上記ステップＳ２に移行し、操作があると判定された場合はステップＳ１３以降
の処理動作に移行する。
【００７０】
　ステップＳ１３では、操作されたスイッチがライブビュー切り替えスイッチ１３である
か否かが判定される。ここで、ライブビュー切り替えスイッチ１３である場合はステップ
Ｓ１６に移行し、そうでない場合はステップＳ１４に移行する。
【００７１】
　ステップＳ１６では、現在の状態がライブビュー状態であるか否かが判定される。ここ
で、現在の状態がライブビュー状態でなはなく、ライブビュー切り替えスイッチ１３が操
作された場合は、ステップＳ１７に移行する。このステップＳ１７では、カメラはクイッ
クリターンミラー２１が上昇されて撮影光路より待避される。それと共に、撮像素子３８
の前方に位置する、図示さないフォーカルプレーンシャッタを開放状態にして、リアルタ
イムで画像の取り込みが可能な状態にされる。そして、ステップＳ１８にて、画像関連の
回路がライブビューに対応した作動状態に設定される。その後、上記ステップＳ１に移行
する。
【００７２】
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　一方、上記ステップＳ１６に於いて、ライブビュー状態であってライブビュー切り替え
スイッチ１３が操作された場合は、ステップＳ１９に移行して、関連回路のライブビュー
状態での作動が停止される。そして、ステップＳ２０にて、撮影光路より待避されていた
クイックリターンミラー２１が下降されると共に、それまで開放されていたフォーカルプ
レーンシャッタ（図示せず）が閉じられる。その後、上記ステップＳ１に移行する。
【００７３】
　ステップＳ１４では、レリーズの操作がなされたか否かが判定される。ここで、レリー
ズ操作があった場合はステップＳ２１に移行し、操作がなかった場合にはステップＳ１５
に移行する。
【００７４】
　ステップＳ２１では、現在の状態がライブビュー状態であったか否かが判定される。こ
こで、ライブビューであった場合は、ステップＳ２２に移行して、回路系のライブビュー
動作が停止され、その後、ステップＳ２３に移行して、クイックリターンミラー２１が下
降されて、図示されないフォーカルプレーンシャッタが閉じられる。また、上記ステップ
Ｓ２１にて、ライブビュー状態ではないと判定された場合は、ステップＳ２２及びＳ２３
がスキップされる。
【００７５】
　ステップＳ２４では、ＬＥＤの撮影用点灯が開始され、続いて、ステップＳ２５にて、
撮影動作に移行する。このステップＳ２５では、クイックリターンミラー２１のミラーア
ップが行われ、撮像素子３８が積分状態に設定されて、撮像素子３８の前方に位置する、
図示されないフォーカルプレーンシャッタが作動されて撮像が実施され、撮像された画像
が画像処理されて記録媒体３５に書き込まれる。そして、ステップＳ２６に移行してＬＥ
Ｄが消灯される。その後、上記ステップＳ１に移行する。
【００７６】
　ステップＳ１５では、ライブビュー切り替えスイッチ１３、レリーズスイッチ１２以外
のスイッチ（その他のスイッチ）が操作されたか否かが判定される。ここで、スイッチが
操作されていた場合は、ステップＳ２７に移行して、操作されたスイッチに対応した処理
が実施される。例えば、十字釦１４が操作された場合は、メニューが開かれたり設定が変
更されたりする。
【００７７】
　上記ステップＳ２７の処理実行後、及びステップＳ１５でスイッチの操作がされなかっ
た場合は、上記ステップＳ１に移行する。
【００７８】
　図７は、本第１の実施形態に於ける３チップＬＥＤ１２０の駆動電流の例を示した図で
ある。
【００７９】
　３チップＬＥＤ１２０は、上述したように、Ｒ，Ｇ，Ｂの３チップによって構成されて
おり、（ａ）、（ｂ）、（ｃ）は、その各チップの駆動電流を示している。
【００８０】
　図７（ａ）に示される駆動条件では白色１の色を生成するが、この白色１の状態の色は
図４に示されるポイントＰO に相当するものとなっている。同様に、図７（ｂ）に示され
る駆動条件では白色２の色を生成するが、この白色２の状態の色は、図４に示されるポイ
ントＰ0 ′に相当するものとなっている。更に、図７（ｃ）に示される駆動条件ではフル
発光状態であり、この状態の色は図４に示されるポイントＰ2 に相当するものとなってい
る。
【００８１】
　上述したように、図７（ａ）の駆動状態はライブビューのために、少ない電流で、且つ
ライブビュー画像の積分に同期して間欠発光する。図７（ｂ）の駆動状態は、光学ファイ
ンダに対応している。そのため、トータル電流は、図７（ａ）より多く、また色は、本実
施形態の光学ファインダを通して見た照明光の色が、撮影画像の照明光の色と略同一の色
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になるように、色を若干シフトしている。また、肉眼で見るため、やや多めの電流値で照
明する。
【００８２】
　図８は、撮影待機時のＬＥＤの発光状態を説明するためのタイムチャートである。
【００８３】
　図８（ａ）に示されるように、ライブビューの場合は２フレームに１回の割合で、ライ
ブビュー画像の積分の直前より照明を開始し、積分終了直後に照明を停止している。
【００８４】
　一方、図８（ｂ）に示されるように、ライブビューでない場合は、図８（ａ）のライブ
ビュー時よりも強い光で、連続して照明する。
【００８５】
　次に、図９を参照して、本第１の実施形態に於けるライブビューの画像の生成方法を説
明する。本第１の実施形態では、隣接する照明ありと照明無しの２フレームの画像が使用
されて、表示画像が生成される。
【００８６】
　図９（ａ）は、カメラ側からの照明無しで取り込まれたライブビュー画像の例を示した
図である。同図に於いては、壁照明灯１５１があり、人物１５２、１５３は逆光になって
おり、暗くつぶれている。この画像に於けるＡ－Ａ′線で示される部分の光強度をグラフ
で表すと、図９（ｂ）に示されるようになる。
【００８７】
　図９（ｃ）は、カメラ側からの照明が当てられながら取り込まれたライブビュー画像の
例を示した図である。カメラ側からの照明により暗い部分はやや明るく照明されている。
しかしながら、照明光が定常光よりも弱く、また撮影時の照明よりも弱いため、明るさは
十分ではない。この画像に於けるＡ－Ａ′線で示される部分の光強度をグラフで表すと、
図９（ｄ）に示されるようになる。上述した図９（ｂ）に示されるグラフに対して、斜線
で示される部分に光が追加されている。
【００８８】
　図９（ｅ）は、上述した図９（ａ）、（ｃ）の画像を基に生成した、ライブビュー表示
画像の例を示した図であり、図９（ｆ）は図９（ｅ）の画像に於けるＡ－Ａ′線で示され
る部分の光強度を示すグラフである。これは、ライブビュー時の照明と撮影時の照明の明
るさの比率がＸの場合、　
　　　（図９（ａ）の画像）－（図９（ｃ）の画像）＊Ｘ＋（図９（ａ）の画像）　
で表すことができる。
【００８９】
　このように、ＢＣＰＵ３２にて、照明あり、無しの２フレームの画像から、撮影時に生
成される画像の予測をしてリアルタイムで表示することにより、撮影時の画像の事前確認
を正確に行うことができる。また、ライブビュー時の照明の消費電力が少なくなっている
。
【００９０】
　図１０は、本第１の実施形態のライブビュー合成を説明するためのタイムチャートであ
る。これを図９に対応させると、フレーム２の取り込み画像が図９（ａ）の画像に相当し
、フレーム３の取り込み画像が図９（ｃ）の画像に相当する。
【００９１】
　図９で説明したように、撮影時の照明状態を再現できる画像の表示は、照明ありと無し
の２つのフレーム画像から生成されるので、図１０のフレーム１とフレーム２の画像から
生成されたライブビュー表示画像が、フレーム３のタイミングで表示される。また、フレ
ーム２とフレーム３の画像から生成されたライブビュー表示画像が、フレーム４のタイミ
ングで表示される。
【００９２】
　このように、１フレーム毎に合成するライブビュー画像の照明ありと照明無しの順番が
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入れ替わるが、このようにすることで、２フレーム毎に１回しか表示を更新しない場合に
比べて、被写体の動きなどが滑らかに表示される。
【００９３】
　次に、撮影画像の色の補正について説明する。
【００９４】
　図１１は、上述した撮影画像の色をライブビューの際の色に合わせる処理を含む、図６
のフローチャートのステップＳ２５のサブルーチン“撮影動作”の詳細な処理動作につい
て説明するためのフローチャートである。
【００９５】
　撮影時はなるべく光量をとるために、３チップＬＥＤ１２０は各チップの最大許容電流
で駆動しており、ライブビュー時の照明の色ポイントＰ0 からＰ2 の色までずれている。
このデータは、照明ユニット１００内のメモリ１２５に記憶されているので、カメラボデ
ィ１００内のＢＣＰＵ３１は、このデータを基に画像の色の復元を実行する。また、メモ
リ１２５に記憶されている色は、後述するように、ＬＥＤの実際の発光色を時間経過に沿
って複数測定、記憶したものであり、より正確な色の復元を可能にしている。
【００９６】
　本サブルーチンに入ると、先ず、ステップＳ３１にて、画像のデータが撮像素子３８か
ら読み出される。すると、ステップＳ３２にて、ＹＣ分離処理等が行われて、非圧縮の画
像データが生成される。次に、ステップＳ３３に於いて、この画像が照明ありで撮影され
たものか否かが判定される。
【００９７】
　ここで、照明ありの場合は、ステップＳ３４に移行して、照明ユニット１００のメモリ
１２５から読み出された照明の色ずれデータが取得される。そして、ステップＳ３５にて
、画像処理回路３４で色のシフト復元処理が実施される。これは、上述したように、ライ
ブビューモード時は、低輝度で長時間点灯の第１の点灯状態であるのに対し、実際の撮影
時（画像取得時）は、高輝度で短時間点灯の第２の点灯状態と、異なる色成分を有する点
灯状態であるからである。したがって、第２の点灯状態で照明した撮影画像の色を、第１
の点灯状態で照明したライブビュー表示の色と略同等になるように、画像処理回路３４で
色のシフト復元処理により補正する。
【００９８】
　次いで、ステップＳ３６にて、このデータの画像圧縮処理が実施され、更にステップＳ
３７にて、例えばＪＰＥＧ等の形式で記録媒体３５に書き込まれる。
【００９９】
　一方、上記ステップＳ３３にて、照明無しの画像と判定された場合は、色の復元処理は
実施されずにステップＳ３６に移行する。そして、画像圧縮処理が実施された後、ステッ
プＳ３７にて記録媒体３５に画像データが書き込まれる。
【０１００】
　ステップＳ３７にて記録媒体３５に書き込まれた後、色の補正処理が終了して、図６の
フローチャートのステップＳ２６に移行する。
【０１０１】
　次に、図１２のフローチャートを参照して、３チップＬＥＤ１２０の撮影待機時の照明
の色制御について説明する。
【０１０２】
　３チップＬＥＤ１２０は、３色合成タイプのため、製造のばらつきや環境条件によって
、生成される白色の色が定まり難い。このため、発光を開始してから停止するまで、発光
色をモニタすることによって、各チップの駆動電流を微小な範囲でフィードバック制御し
て一定化させる。また、前の駆動電流を記憶しておき、次回の駆動の際なるべく早く狙い
の色に収束するようにする。
【０１０３】
　本ルーチンに入ると、先ず、ステップＳ４１にて、ＦＣＰＵ１１１により、メモリ１２
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５から前回の撮影待機時の照明の各ＬＥＤの駆動電流が読み出される。次に、ステップＳ
４２にて、その電流値でＬＥＤ１２０の各チップの駆動が開始される。そして、ステップ
Ｓ４３にて、測色センサ１２１によってＬＥＤ１２０の発光色が測定される。
【０１０４】
　次いで、ステップＳ４４に於いて、そのデータが狙いの色の範囲か否かが判定される。
ここで、色が許容範囲に入っていない場合には、ステップＳ４５に移行して、各チップの
駆動電流が変更される。一方、上記ステップＳ４４にて、色が許容範囲に入っている場合
は、ステップＳ４５がスキップされる。
【０１０５】
　次に、ステップＳ４６に於いて、カメラボディ１０からＬＥＤの消灯指示が受信された
か否かが判定される。その結果、消灯でない場合は上記ステップＳ４３に移行し、消灯の
場合はステップＳ４７に移行する。
【０１０６】
　上記ステップＳ４６で消灯指示がされた場合は、ステップＳ４７にてＬＥＤの駆動が停
止される。そして、ステップＳ４８にて、その直前のＬＥＤ１６０の各チップの駆動電流
がメモリ１２５に書き込まれる。その後、本ルーチンが終了する。
【０１０７】
　次に、図１３のフローチャートを参照して、撮影時の３チップＬＥＤ１２０の点灯制御
について、ＦＣＰＵ１１１の制御動作を説明する。
【０１０８】
　本ルーチンに入ると、先ず、ステップＳ５１にて、メモリ１２５より撮影時の駆動電流
、すなわち３チップＬＥＤ１２０の各チップに流すことのできる最大駆動電流が読み出さ
れる。そして、ステップＳ５２にて、そのデータに基いてＬＥＤの駆動が開始される。次
に、ステップＳ５４にてＬＥＤの発光色が測色センサ１２１で測色され、続くステップＳ
５５にてその結果がメモリ１２５に書き込まれる。
【０１０９】
　その後、ステップＳ５６に於いて、カメラボディ１０からのＬＥＤ消灯指示が受信され
たか否かが判定される。ここで、消灯指示がない場合はステップＳ５３に移行する。この
ステップＳ５３では、前回のＬＥＤの発光色モニタから所定時間が経過したか否かが判定
される。その結果、所定時間が経過していれば、ステップＳ５４に移行して再度測色が実
行され、所定時間が経過していなければステップＳ５６に移行する。
【０１１０】
　また、ステップＳ５６にてＬＥＤの消灯指示があれば、ステップＳ５７に移行してＬＥ
Ｄの駆動が停止される。その後、本ルーチンが終了する。
【０１１１】
　以上、本発明の第１の実施形態によれば、撮影待機時の、ライブビューが作動している
か、光学ファインダでの観察状態になっているかによって、照明装置であるＬＥＤの点灯
の形態（間欠点灯か、連続点灯か）、発光色、発光の明るさを切り替えているため、少な
い消費電カで最適な照明が可能である。
【０１１２】
　また、撮影時はカラーバランスをくずしても、ライブビュー画像と同等の色になるよう
に補正するため、照明光源がＬＥＤであっても、撮影時に、より明るい照明を用いること
ができて手ぶれ等の影響を軽減することができ、また、ライブビューでモニタしている際
の色と撮影時の色を略一致させることができ、撮影者が観察時に見た画像と同等の撮影画
像を得ることができる。
【０１１３】
　尚、ライブビューの場合、照明を１フレーム毎にオン、オフさせ、照明の成分を抽出し
て撮影時に予測される照明と定常光とのバランスを修正して表示しており、ライブビュー
表示画像と撮影画像がよりよく一致し、且つ、照明光は撮影時より弱くてよいので、電力
消費が少なく、長時間照明を使用してのライブビューも可能である。
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【０１１４】
　また、フレームの更新を１フレーム取得毎に、照明ありと無しの取得順番を入れ替えつ
つ更新しているので、２フレームに１回の更新よりも画像の動きが滑らかである。
【０１１５】
　更に、ＬＥＤ照明の色成分を、ライブビューモニタの際にはモニタリングしてフィード
バック修正し、最適な色（白色）を維持可能であり、且つ、撮影時も照明期間の色をリア
ルタイムで複数取得し、それを参照して撮影画像の色補正が可能であるので、照明、露光
時間にかかわらず正確な撮影画像の色修正が可能である。
【０１１６】
　　（第２の実施形態）
　次に、本発明の第２の実施形態について説明する。
【０１１７】
　本第２の実施形態は、カメラシステムの構成は、上述した第１の実施形態と同様である
が、撮影時に閃光発光素子１１３を用いるところが異なっている。
【０１１８】
　尚、以下に述べる第２の実施形態に於いては、カメラシステムの構成及び基本的な動作
については、図１乃至図１３に示される第１の実施形態のカメラシステムの構成及び動作
と同じであるので、これらの構成及び動作については、同一の部分には同一の参照番号を
付して、その図示及び説明は省略するものとし、異なる動作についてのみ説明する。
【０１１９】
　図１４及び図１５は、本発明の第２の実施形態に於けるカメラの撮影時の動作について
説明するためのフローチャートである。
【０１２０】
　尚、本フローチャートに於いて、ステップＳ６１～Ｓ８０及びステップＳ８５の処理動
作は、上述した図５及び図６のフローチャートのステップＳ１～Ｓ２０及びステップＳ２
７と同様の動作であるので、対応するステップ番号を参照してここでの説明は省略する。
【０１２１】
　ステップＳ７４にてレリーズ操作がなされて撮影状態になると、ステップＳ８１に於い
て、現在の状態がライブビューモードであるか否かが判定される。ここで、現在の状態が
ライブビューモードである場合は、ステップＳ８２に移行してライブビュー動作が停止さ
れ、併せてＬＥＤが消灯される
　次いで、ステップＳ８３にてクイックリターンミラー２１のミラーダウンが行われ、更
にステップＳ８４にて撮影動作に移行する。この撮影動作の中で、シャッタの開放に同期
してキセノンフラッシュである閃光発光素子１１３が発光される。これが、撮影時の照明
光とされる。その後、ステップＳ６１に移行する。
【０１２２】
　図１６は、図１５のフローチャートのステップＳ８４のサブルーチン“撮影動作”に於
けるキセノンフラッシュの発光制御の詳細な動作を説明するためのフローチャートである
。
【０１２３】
　本サブルーチンに入ると、先ず、ステップＳ９１にて、照明ユニット１００内のＦＣＰ
Ｕ１１１では、カメラボディ１０側からの通信による閃光発光素子（キセノンフラッシュ
）１１３の発光量データが受信される。
【０１２４】
　次に、ステップＳ９２にて、シャッタの開放タイミングに合わせて閃光発光素子１１３
による発光が開始される。すると、続くステップＳ９３に於いて、発光量に対応した時間
、発光が継続される。そして、上記受信した発光量に刻応した発光時間が経過すると、ス
テップＳ９４に移行して閃光発光素子１１３の発光が停止される。
【０１２５】
　こうして、キセノンフラッシュを使用した撮影動作のサブルーチンが終了する。
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【０１２６】
　本第２の実施形態での画像の色補正は、ＬＥＤの場合と同様に、メモリ１２５に記憶さ
れたキセノンフラッシュの色データを基に、ライブビュー時の色と合わせるように色変換
されて記録媒体に書き込まれる。
【０１２７】
　尚、上記メモリ１２５内のキセノンフラッシュの色データは、キセノン管の特性上、条
件によらずほぼ一定であるので、固定データを記憶しているが、発光条件が様々な場合で
、より精密に色データを設定したい場合は、ＬＥＤと同様に色センサを設けて、撮影時の
データを取得して記憶手段に記憶させてもよい。
【０１２８】
　以上のように、第２の実施形態によれば、撮影時に閃光発光するキセノンフラッシュを
照明光源として使用しているので、瞬間光量を大きくすることができ、遠距離の被写体で
も撮影時の照明光量が到達する。また、撮影時に使用する閃光発光光源の撮影画像と、照
明光や、定常光と照明光とのバランスが同等のライブビュー画像が得られるため、撮影前
に、撮影で得られる画像の正確なプレビューが、リアルタイムで可能である。
【０１２９】
　また、閃光発光素子で撮影する場合は照射効果のモデリングをリアルタイムで確認する
ことができるため、照明のセッティングが容易である。すなわち、照明の明るさが弱い連
続発光光源を用いて、省電力で閃光発光素子による撮影時の照射画像を、的確に事前確認
することができる。
【０１３０】
　　（第３の実施形態）
　次に、本発明の第３の実施形態について説明する。
【０１３１】
　本第３の実施形態は、カメラシステムの構成は、上述した第１の実施形態と同様である
が、光学ファインダ使用時、及び撮影時には白色ＬＥＤ１１６を用いるところが異なって
いる。
【０１３２】
　単一色のチップと蛍光体のリフレクタを有する白色ＬＥＤは、３色を合成して白色を生
成するタイプに比べて制御による色の変動が小さく、高輝度、大型のものでも駆動回路を
含めて小型、安価にすることができる。このため、より光量が必要な光学ファインダ使用
時や、撮影時には、１チップ型白色ＬＥＤ１１６のようなタイプのＬＥＤの方が小型、安
価になる。
【０１３３】
　本第３の実施形態では、ライブビュー時は撮像素子の感度でカバーできるため、３チッ
プＬＥＤ１２０を使用し、光学ファインダでの観察時と撮影時は１チップ型白色ＬＥＤ１
１６を使用するようにしている。
【０１３４】
　尚、以下に述べる第３の実施形態に於いては、カメラシステムの構成及び基本的な動作
については、図１乃至図１３に示される第１の実施形態のカメラシステムの構成及び動作
と同じであるので、これらの構成及び動作については、同一の部分には同一の参照番号を
付して、その図示及び説明は省略するものとし、異なる動作についてのみ説明する。
【０１３５】
　図１７及び図１８は、本発明の第３の実施形態に於けるカメラの撮影時の動作について
説明するためのフローチャートである。
【０１３６】
　尚、本フローチャートに於いて、撮影待機時のステップＳ１０４、Ｓ１１０等のＬＥＤ
点灯制御に関する部分と、撮影時の動作のステップＳ１２４～Ｓ１２６以外の、ステップ
Ｓ１０１～Ｓ１０３、ステップＳ１０５～Ｓ１１０、ステップＳ１１２～Ｓ１２３及びス
テップＳ１２７の処理動作は、上述した図５及び図６のフローチャートのステップＳ１～
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Ｓ３、ステップＳ５～Ｓ１０、ステップＳ１２～Ｓ２３及びステップＳ２７と同様の動作
であるので、対応するステップ番号を参照してここでの説明は省略する。
【０１３７】
　本第３の実施形態のカメラシステムは、ステップＳ１０３に於いてライブビューに移行
する場合は、ステップＳ１０４に移行して３チップＬＥＤ１２０を白色１（色がポイント
ＰO ）に相当する駆動電流で点灯される。一方、光学ファインダ使用時は、ステップＳ１
１１に移行して、１チップ型白色ＬＥＤ１１６が点灯される。このＬＥＤは、光学ファイ
ンダ使用時の駆動電流にて、ポイントＰ1 の色温度になるように製造されている。
【０１３８】
　本実施形態の光学ファインダについては、上記白色ＬＥＤの照明に合わせるため、ガラ
ス材の色が調整してあり、ポイントＰ1 の色で照明して肉眼で見た際に、ポイントＰO の
色で照明したライブビュー画像と同等になっている。
【０１３９】
　また、撮影時には、ステップＳ１２４にて、１チップ型白色ＬＥＤ１１６が点灯される
。この場合は、輝度を得るために大きな電流を流すが、このとき、光学ファインダ使用時
の駆動電流よりも大きな電流のため、色成分が図４に示されるポイントＰ2 のレベルにな
る。
【０１４０】
　こうして、ステップＳ１２４でＬＥＤの撮影用点灯が開始されると、続くステップＳ１
２５にて撮影動作が行われる。更に、ステップＳ１２６にて１チップ型白色ＬＥＤ１１６
が消灯されると、その後ステップＳ１０１に移行する。
【０１４１】
　本実施形態の撮影時に於いては、照明中の色成分を、色センサ１１７で検出してメモリ
１２５に記憶させる。これは、上述した第１の実施形態の図１３のフローチャートで説明
した処理動作と同様である。
【０１４２】
　本第３の実施形態では、色成分の制御はできないが、高輝度の白色を安価、容易な駆動
方法で実現しやすい、青色ＬＥＤと蛍光体のリフレクタで構成されたＬＥＤで、高輝度が
必要な光学ファインダ使用時及び撮影時の照明を実施しているので、システム全体を小型
・安価に実現することができる。
【０１４３】
　尚、本第３の実施形態の変形例として、光学ファインダ使用時及び撮影時に、３色チッ
プにより構成されたＬＥＤ１２０も併せて点灯させ、且つ、色成分を１チップ型白色ＬＥ
Ｄ１１６と併せて発光させることにより、光学ファインダ使用時と撮影時の照明の明るさ
を大きくすることもできる。
【０１４４】
　上述した第１乃至第３の実施形態に於いて、カメラボディと照明ユニットは別体のもの
でなく、ビルトインフラッシュ及びＬＥＤ等の照明装置をカメラに備えていてもよい。ま
た、レンズも着脱式でなくとも、カメラ一体型でもよい。更に、カメラボディと照明ユニ
ットに別々にＣＰＵ等の制御回路を備えていなくてもよく、１つの演算制御回路がカメラ
動作の制御及び照明制御を行うものであってもよい。
【０１４５】
　閃光発光素子や連続発光素子は、それぞれ１つずつでなくともよく、複数個の組み合わ
せで構成してもよい。
【０１４６】
　また、ライブビューについては、クイックリターンミラーを用いた一眼レフカメラでな
い場合、例えば、半透過の固定ミラーを使用する場合は、ミラーのアップダウンの動作は
不要である。更に、一眼レフタイプのカメラでなくレンズシャッタタイプの力メラの場合
もミラーのアップダウンは不要であるので、ライブビュー画像を表示している場合に、上
述したライブビュー用の照明点灯をすればよい。
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【０１４７】
　加えて、ＬＥＤのような連続照明装置、または閃光発光装置の一部が別体で独立してい
てもよいし、照明装置が全てカメラから離れて設置されており、無線通信で連携して作動
してもよい。
【０１４８】
　また、隣接する２つのフレームより１つのライブビュー画像を生成する際、手振れ検出
手段または画像パターンのずれを検知する画像ずれ検知手段の出力に基いて、取得時間差
によりずれた量を補正して重ね合わせてライブビュー画像を表示するようにすれば、ライ
ブビューの画像が手振れや被写体ぶれの影響で不鮮明になることを防止することができる
。
【０１４９】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は上述した実施形態以外にも、本
発明の要旨を逸脱しない範囲で種々の変形実施が可能である。
【０１５０】
　更に、上述した実施形態には種々の段階の発明が含まれており、開示される複数の構成
要件の適当な組合せにより種々の発明が抽出され得る。例えば、実施形態に示される全構
成要件から幾つかの構成要件が削除されても、発明が解決しようとする課題の欄で述べた
課題が解決でき、発明の効果の欄で述べられている効果が得られる場合には、この構成要
件が削除された構成も発明として抽出され得る。
【図面の簡単な説明】
【０１５１】
【図１】本発明の第１の実施形態に係るカメラシステムの外観を示すもので、（ａ）はカ
メラ前面側から見た斜視図、（ｂ）は背面側から見た斜視図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に於けるカメラシステムの光学系を示す概念図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に於けるカメラシステムの電気回路の概略構成を示すブ
ロック図である。
【図４】ｘｙ表示の色度図（ｘｙカラーチャート）である。
【図５】本発明の第１の実施形態に於けるカメラの撮影時の動作について説明するための
フローチャートである。
【図６】本発明の第１の実施形態に於けるカメラの撮影時の動作について説明するための
フローチャートである。
【図７】本発明の第１の実施形態に於ける３チップＬＥＤ１２０の駆動電流の例を示した
図である。
【図８】本発明の第１の実施形態に於ける撮影待機時のＬＥＤの発光状態を説明するため
のタイムチャートである。
【図９】本発明の第１の実施形態に於けるライブビューの画像の生成方法を説明するため
の図である。
【図１０】本発明の第１の実施形態のライブビュー合成を説明するためのタイムチャート
である。
【図１１】図６のフローチャートのステップＳ２５のサブルーチン“撮影動作”の詳細な
処理動作について説明するためのフローチャートである。
【図１２】３チップＬＥＤ１２０の撮影待機時の照明の色制御について説明するためのフ
ローチャートである。
【図１３】撮影時の３チップＬＥＤ１２０の点灯制御について、ＦＣＰＵ１１１の制御動
作を説明するためのフローチャートである。
【図１４】本発明の第２の実施形態に於けるカメラの撮影時の動作について説明するため
のフローチャートである。
【図１５】本発明の第２の実施形態に於けるカメラの撮影時の動作について説明するため
のフローチャートである。
【図１６】図１５のフローチャートのステップＳ８４のサブルーチン“撮影動作”に於け
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るキセノンフラッシュの発光制御の詳細な動作を説明するためのフローチャートである。
【図１７】本発明の第３の実施形態に於けるカメラの撮影時の動作について説明するため
のフローチャートである。
【図１８】本発明の第３の実施形態に於けるカメラの撮影時の動作について説明するため
のフローチャートである。
【符号の説明】
【０１５２】
　１０…カメラボディ、１１…電源スイッチ、１２…レリーズスイッチ、１３…ライブビ
ュー切り替えスイッチ、１４…十字釦、１５、４０…ＬＣＤパネル、１７…接眼レンズ、
１８…ホットシュー、２１…クイックリターンミラー、２２、３８…撮像素子、２３…フ
ァインダスクリーン、２４…ペンタプリズム、２５…アイピース、２７、３２…測光素子
、３１…ボディ用制御回路（ＢＣＰＵ）、３３…ミラー駆動回路、３４…画像処理回路、
３５…記録媒体、３７…撮像素子ドライバ、３９…ＬＣＤドライバ、４２…各種スイッチ
、４３、９２、１２５…メモリ、８０…レンズユニット、８１…撮影レンズ、９１…レン
ズ制御回路（ＬＣＰＵ）、１００…照明ユニット、１０１…閃光発光部、１０２、１１６
…１チップ型白色ＬＥＤ、１０３、１２０…３チップＬＥＤ、１０５…照明ヘッド、１０
６…照明装置本体、１０７…シュー、１１１…照明制御回路（ＦＣＰＵ）、１１２…閃光
発光駆動制御回路、１１３…閃光発光素子、１１５、１１９…ＬＥＤドライバ、１１７、
１２１…測色センサ、１２４…測色センサ処理回路、Ｊ１、Ｊ２…通信接点。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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